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論文の内容の要旨
　用語は概念の表現であるので概念間の意味関係は用語の構造として捉えることができる。そこで用語の意味関
係を解析することにより概念構造のモデル化ができる。本研究では科学技術における専門用語用のモデルを新し
く確立した。それに基づき，用語処理により意味関係抽出するために同値関係を抽出するC－TRAN，階層関係，
関連関係を抽出するSS－KWICを設計，実装した。それらを総合構造化するCT－SKにより用語の構造化が行え
ることを示した。用語の構造操作により類似性が理解でき類推や，関連性の処理により帰納推論が実現できる見
通しが得られた。具体的に高分子への応用を行い，高分子研究用の概念構造を自己組織化した。欠落概念の生成
により開空問の帰納，類推，仮説推論などの問題解決機能が可能となった。
審査の結果の要旨
　専門用語の解析により用語構造の新しいモデルを確立したこと，およびそれに基づき専門情報の構造化のシス
テムを設計開発し，高分子NMRの情報に適用し，専門家より実用性を評価される結果が得られている。
　以上の2点より本研究の独創性と有効性が認められる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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